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より良い母貝で、より良い真珠を！

愛南町は真珠養殖の出発点
表紙写真：優良アコヤガイの研究開発・生産に取り組む関係者の皆さん
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愛
媛
県
に
お
け
る

真
珠
母
貝
養
殖
の
推
移

　

愛
媛
県
で
は
、
宇
和
海
沿
岸
海
域

で
真
珠
母
貝
養
殖
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
お
り
、
記
録
が
残
る
昭
和
46
年
以

降
、
一
貫
し
て
生
産
量
、
生
産
額
と

も
に
日
本
一
で
す
。

　

県
内
に
お
け
る
真
珠
母
貝
養
殖
の

ピ
ー
ク
は
、
生
産
量
ベ
ー
ス
で
平
成

元
年
、
生
産
額
ベ
ー
ス
で
昭
和
60
年

で
あ
り
、
昭
和
50
年
代
半
ば
か
ら
平

成
６
年
頃
（
ア
コ
ヤ
ガ
イ
の
大
量
へ

い
死
が
起
き
た
時
期
）
ま
で
が
最
盛

期
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　
水
産
業
が
盛
ん
な
愛
南
町
。
漁
船

漁
業
や
魚
類
養
殖
の
ほ
か
、
内
海
地

域
を
中
心
に
真
珠
母
貝
養
殖
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
真
珠
母
貝
と
は
真
珠
を
生
み
出
す

貝
の
こ
と
を
指
し
、
日
本
で
は
主

に
ア
コ
ヤ
ガ
イ
が
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
愛
南
町
は
日
本
一
の
母
貝
産
地

で
あ
り
、
真
珠
養
殖
の
出
発
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。

特
集 

よ
り
良
い
母
貝
で
、
よ
り
良
い
真
珠
を
!

愛
南
町
は
真
珠
養
殖
の
出
発
点

【愛媛県における真珠母貝養殖】

経営体数 生産量　㌧ 生産額　百万円

全国 愛媛 全国 愛媛 シェア　％ 全国 愛媛 シェア　％

昭和60年 1,861 1,420 7,676 5,833 76.0 14,943 12,424 83.1

平成元年 1,456 1,064 9,388 7,504 79.9 11,413 9,366 82.1

平成27年 ― 230 1,107 930 84.0 1,098 958 87.2

愛媛県ホームページより

真珠母貝として用いられるアコヤガイ

アコヤガイの採卵作業をする愛南漁協の山本次
じ

郎
ろう

さん

愛南町海洋資源開発センターにおけるアコヤガイの稚貝出荷の様子
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愛
南
町
の
真
珠
母
貝
養
殖

　

愛
南
町
に
お
け
る
真
珠
母
貝
養
殖

の
歴
史
は
、
昭
和
30
年
代
後
半
に
始

ま
り
、
昭
和
50
年
代
に
定
着
し
ま
し

た
。
現
在
は
母
貝
養
殖
業
者
の
数
が

最
盛
期
と
比
較
す
る
と
１
／
３
ほ
ど

に
減
少
し
て
お
り
、
内
海
、
御
荘
、

西
海
の
３
地
域
を
合
わ
せ
て
１
１
０

軒
が
養
殖
を
営
ん
で
い
ま
す
。

愛
南
町
海
洋
資
源
開
発
セ
ン

タ
ー
の
取
組

　

愛
南
町
で
は
、
町
有
施
設
で
あ
る

愛
南
町
海
洋
資
源
開
発
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、「
海
洋
セ
ン
タ
ー
」
）
を
中
心
に
、

愛
南
漁
協
、
愛
媛
県
お
よ
び
愛
媛
大

学
が
連
携
し
、
優
良
母
貝
の
研
究
開

発
・
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ア
コ
ヤ
ガ
イ
、

天
然
採
苗
か
ら
人
工
採
苗
へ

　

宇
和
海
沿
岸
海
域
は
海
中
に
杉
の

葉
を
つ
け
る
こ
と
で
自
然
に
ア
コ
ヤ

ガ
イ
の
稚
貝
を
採
取
す
る
こ
と
が
で

き
る
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
海
域
で

し
た
。
こ
の
手
法
を
「
天
然
採
苗
」

と
言
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
し
、
人
工
ふ
化
に
よ
る

稚
貝
生
産
の
こ
と
を
「
人
工
採
苗
」

と
言
い
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
平
成

３
年
の
施
設
設
立
当
初
よ
り
試
験
的

に
人
工
採
苗
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
６
年
、
貝
柱
が
赤
く
変
色
し
死

に
至
る
病
気
（
赤
変
病
）
が
ま
ん
延
し
、

ア
コ
ヤ
ガ
イ
の
大
量
へ
い
死
が
起
こ
る

と
、
稚
貝
の
確
保
が
困
難
に
な
り
、
天

然
採
苗
か
ら
人
工
採
苗
へ
と
一
気
に
シ

フ
ト
し
て
い
き
ま
し
た
。

耐
性
貝
と
耐
性
交
雑
貝

　

ア
コ
ヤ
ガ
イ
の
大
量
へ
い
死
が
起

こ
っ
た
後
、
高
い
耐
病
性
を
持
つ
国

産
系
の
ア
コ
ヤ
ガ
イ
で
あ
る
「
耐
性

貝
」
が
県
や
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
愛
南

漁
協
な
ど
に
よ
り
開
発
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
国
外
の
耐
病
性
の
高

い
ア
コ
ヤ
ガ
イ
と
交
配
さ
せ
た
「
耐

性
交
雑
貝
」
も
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

稚貝生産【愛南漁協・海洋センター】 初年３月～

４月頃（ふ化から出荷サイズまでが約 40 日間）

▼

稚貝出荷【愛南漁協から母貝養殖業者へ】 初年４

月～ 5 月頃

▼

母貝養殖【母貝養殖業者】 初年４月頃～翌年 11

月頃まで（約１年半を母貝養殖業者が育てる）

▼

母貝の出荷【母貝養殖業者から真珠養殖業者へ】

翌年 11 月頃

▼

真珠養殖【真珠養殖業者】 翌年 11 月頃～翌々年

12 月頃まで

（約１年間、真珠養殖業者にて真珠を作る）

途中、真珠の核入れ【真珠養殖業者】 翌々年４月

頃から夏場にかけて

▼

真珠の完成【真珠養殖業者】 翌々年 12 月頃（真

珠の入札会の開催）

真珠養殖の流れ（当
とう

年
ねん

物３年、越
こし

物
もの

４年）

美しい真珠ができあがるまでには
長い年月がかかります。

当年物の場合
（愛南町内海海域における海洋センター出荷分）

　

耐
性
貝
と
耐
性
交
雑
貝
、
ど
ち

ら
が
良
い
か
は
そ
の
と
き
の
海
の

環
境
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

　

高
水
温
の
と
き
は
耐
性
交
雑
貝

が
適
し
て
お
り
、
逆
に
低
水
温
の

と
き
は
耐
性
貝
が
良
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　

毎
年
、
海
の
環
境
が
ど
う
な
る

か
は
予
測
で
き
な
い
の
で
、
両
方

を
生
産
す
る
こ
と
が
母
貝
・
真
珠

生
産
者
に
と
っ
て
の
リ
ス
ク
分
散

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
宇
和
海
の
真
珠
養
殖
は

北
は
明
浜
か
ら
南
は
愛
南
ま
で
あ

ど
っ
ち
が
良
い
の
？
耐
性
貝
と
耐
性
交
雑
貝

愛
南
漁
協
・
種
苗
生
産
担
当　

濵
田
茂し

げ

樹き

さ
ん
の
話

り
、
愛
南
漁
協
生
産
の
耐
性
貝
・

耐
性
交
雑
貝
は
ど
の
環
境
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
に
研
究
・
試
験
を

行
っ
て
い
ま
す
。

海洋センターの施設内で稚貝を人工的にふ化

させる「人工採苗」

昭和 50 年代の柏崎沖

杉葉を海につけて稚貝を

採取する「天然採苗」
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特集
より良い母貝で、より良い真珠を!

愛南町は真珠養殖の出発点

特集

人
工
採
苗
と
母
貝
養
殖

　

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
愛
南
漁
協

が
主
体
と
な
り
、
12
月
か
ら
ア
コ
ヤ

ガ
イ
の
餌
の
培
養
を
開
始
し
、
１
月

か
ら
は
親
貝
飼
育
・
採
卵
・
幼
生
飼

育
を
経
て
、
耐
性
貝
と
耐
性
交
雑
貝

を
生
産
し
、
愛
南
町
の
母
貝
養
殖
業

者
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
母
貝
養
殖
業
者
は
海
洋

セ
ン
タ
ー
か
ら
仕
入
れ
た
稚
貝
を
約

１
年
半
、
自
身
の
養
殖
漁
場
で
養
殖

し
ま
す
。
そ
の
間
、
貝
が
大
き
く
な

る
に
つ
れ
て
個
数
を
調
整
し
、
か
ご

を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
母
貝
養
殖

業
者
か
ら
真
珠
養
殖
業
者
に
出
荷
す

る
と
き
に
は
、
ア
コ
ヤ
ガ
イ
は
７
〜

８
㌢
程
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

母
貝
の
品
質
は
真
珠
の
品
質

　

真
珠
の
生
産
に
あ
た
り
、
母
貝
の

品
質
が
最
終
的
な
真
珠
の
品
質
に
影

響
す
る
た
め
、
良
い
ア
コ
ヤ
ガ
イ
を

作
る
こ
と
が
良
い
真
珠
を
作
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
品
質
な

ア
コ
ヤ
ガ
イ
を
開
発
す
る
た
め
の
研

究
を
現
在
も
進
め
て
お
り
、
耐
性
貝

や
耐
性
交
雑
貝
の
品
質
向
上
に
つ
な

げ
て
い
ま
す
。

海洋センターの飼料室でアコヤガイの餌とな

る植物プランクトンを培養しています

国
産
貝
や
天
然
採
苗
の
復
活
を

　

耐
性
交
雑
貝
は
生
産
に
お
け
る
ロ

ス
が
少
な
く
人
気
の
高
い
母
貝
で
す

が
、
現
在
は
耐
性
貝
の
品
質
が
向
上

し
、
生
産
に
対
す
る
要
望
も
年
々
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
廣
瀬
琢た

く

磨ま

さ
ん

は
、
「
耐
性
貝
の
品
質
を
高
め
、
昔

の
よ
う
な
国
産
貝
主
体
の
真
珠
・
母

貝
養
殖
に
戻
し
た
い
。
そ
し
て
、
可

能
で
あ
れ
ば
天
然
採
苗
が
で
き
る
豊

か
な
海
の
復
活
も
模
索
し
た
い
」
と

今
後
の
展
望
を
話
し
ま
し
た
。

　

よ
り
良
い
母
貝
か
ら
よ
り
良
い
真

珠
を
。
そ
の
た
め
の
努
力
は
こ
れ
か

ら
も
続
き
ま
す
。

選抜した親貝を約１か月間飼育し、採卵の準

備をしています

親貝の肉質や真珠層などから品質を評価し、

採卵に用いる貝を決定します

海洋センターに勤務する町職員の廣瀬琢
たく

磨
ま

さん。

海洋センターでは町、漁協、生産者が連携して真珠養殖に

関する研究が進められています

付着器を容器に入れ、４月から５月頃に愛南

町の母貝養殖業者に稚貝を出荷します

約 40 日間飼育した後、付着器と呼ばれる黒いネッ

ト１枚には２㎜程の稚貝が約１万個付着しています

選抜した優良な親貝から卵と精子を取り出

し、人工的に授精させます

人工採苗によるアコヤガイの稚貝生産から出荷まで

❶ ❷ ❸

❻ ❺ ❹
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所 在 地：愛南町家串 1268 番地 2

電話番号：0895-85-0585

平成３年設立。

真珠養殖の研究等を行う施設とし

て立ち上げられ、現在はアコヤガ

イの稚貝の生産および母貝養殖業

者への出荷を中心に、優良な種貝

の研究開発・保存などを行ってい

る。

また、新品種としてヒジキやヒロ

メなどの養殖に関する研究も行っ

ている。

　

仕
入
れ
た
稚
貝
は
ど
ん
ど
ん
大

き
く
な
り
ま
す
。
広
い
環
境
の
方

が
貝
も
餌
を
取
り
や
す
く
、
よ
り

大
き
く
な
る
た
め
、
１
つ
の
か
ご

に
対
し
て
何
個
の
貝
が
ベ
ス
ト
な

の
か
を
考
え
な
が
ら
、
次
の
か
ご

に
入
れ
替
え
る
作
業
を
繰
り
返
し

ま
す
。

　

ま
た
、
ア
コ
ヤ
ガ
イ
に
は
フ
ジ

ツ
ボ
な
ど
が
付
着
す
る
た
め
、
定

期
的
な
貝
の
掃
除
が
必
要
で
す
。

最
終
的
に
は
仕
入
れ
た
貝
の
７
〜

８
割
ほ
ど
が
出
荷
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

一
番
の
や
り
が
い
は
良
い
真
珠

が
で
き
る
こ
と
で
す
。
良
い
親
貝

か
ら
良
い
稚
貝
を
作
り
、
そ
の
貝

か
ら
最
終
的
に
良
い
真
珠
が
で
き

て
、
真
珠
養
殖
業
者
の
方
か
ら
「
良

い
珠
が
出
た
よ
、
ま
た
来
年
も
頼

む
よ
」
と
い
う
言
葉
を
聞
く
の
は

喜
び
で
あ
り
、
一
番
の
や
り
が
い

で
す
。

「
一
番
の
や
り
が
い
は
良
い
真
珠
が
で
き
る
こ
と
」

母
貝
養
殖
業
者　

兵
頭
勝か

つ

也や

さ
ん
の
話

愛南町海洋資源開発センター

寄稿：愛媛大学大学院 農学研究科 三浦猛研究室 特任助教　岩井俊
と し

治
は る

真珠養殖はバイオテクノロジー

研究者の視点から

　真珠養殖は、アコヤガイの

特性を活かし宝石である真珠

を生産する日本で誕生したバ

イオテクノロジーです。現在

まで、研究者や真珠養殖業者が真珠を生産する

技術を進化させました。しかし、真珠養殖にとっ

てアコヤガイの飼育が最も重要なことは昔から

変わりません。宇和海沿岸は数十年にわたって

真珠母貝生産量全国１位です。これは、アコヤ

ガイの飼育に適した海域であるからです。宇和

海沿岸は温暖な黒潮が流れ込み、複雑な海岸線

のため穏やかで、水深が深く真珠養殖に適した

アコヤガイが生産できます。

　良いアコヤガイを選抜しても、真珠が生産

されるまで時間が掛かります。さらに、「良い」

アコヤガイの基準が不明確であり、長年の勘や

経験に頼っています。そのため、選抜のための

科学的な基準が必要です。平成 24 年にアコヤ

ガイの全ゲノム情報（生物の設計図である遺伝

子情報）が解読されました。我々は海洋センター

のアコヤガイのゲノム情報を解析して、「良い」

アコヤガイの基準となるものを探索中です。

　愛媛大学では、平成 28 年度まで愛南町船越

の南予水産研究センターで研究を行ってきまし

たが、平成 29 年度からは宇和島市水産振興セ

ンターで研究を行っています。真珠養殖に関

わっている方々の経験と科学的な目を融合させ

て、「良い」アコヤガイはなんであるのか、選

抜するためにはどんな基準を使えば良いのかな

どの課題を解決するために海洋センターや養殖

業者さんたちと研究を続けていきます。
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あ
ん
な
こ
と
や
、
こ
ん
な
こ
と 

― 

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
コ
ミ
ュ

　タツノオトシゴは、みんなが知って

いる魚の一つだろう。水族館で本物を

見た人も多いのではないだろうか。漢

字で「竜の落とし子」と書くことから、

昔の人も竜を想像したのだろう。泳ぎ

は苦手で、ヤギや海草に体を巻き付け

てユラユラしていることが多い。愛南

の海にも生息しており、ダイバーにも

人気の魚である。よく知られている魚

だが、数は少なく、自然の中で見つけ

るのは簡単でない。

　愛南の海には、タツノオトシゴだけ

でなく、タツノイトコ（竜の従兄弟）

も生息している。竜に少しだけ似てい

るからこの名前が付いたのだろうが、

おもしろい名前を付けたものである。

数が少ない上に、体がヤギや海草に似

ているので、見つけるのは非常に難し

い。見つけることができると、テンショ

ンが上がってしまう珍魚の一つであ

る。

　私は見たことがないのだが、沖縄に

はタツノハトコ（竜の再従兄弟）もい

るらしい。どれくらい竜に似ているの

か、自然の中で泳いでいる姿を見たい

ものである。

（撮影地：横島） 

愛南サンゴを守る会 西尾知
ともてる

照

本日!海日和!!  vol.91

「竜の一族（サンゴの住人 その５）」

タツノイトコとヤギ（サンゴの仲間）　ゴールデンウィークに自然豊かな愛南町で釣りを楽

しんでもらおうと、船越埋立地で「愛南ファミリー釣

り大会 2018」（愛南町観光協会主催）が開催され、町

内外から 19 組 76 名が参加して釣りを楽しみました。

　当日は晴天で絶好の釣り日和となり、参加した子ど

もたちは釣り上げた魚に歓声を上げていました。大洲

市から家族４人で参加した芳我治
じ

郎
ろう

さんは、「どんな

魚が釣れるか分からないところが釣りの楽しいとこ

ろ」と笑顔で話しました。

5/

15
全日本ラリー選手権へ
なーしくんも GO!

5/

5
釣った魚に歓声 !
家族で楽しむ釣り大会

　５月 18 日から 20 日まで久万高原町を舞台に行わ

れる 2018 全日本ラリー選手権（第４戦）を前に、日

本トップレベルのプロラリードライバー、福永修
おさむ

さん

が愛南町役場を訪問しました。

　福永さんは、全日本ラリー選手権 2017 年間総合ラ

ンキング４位。４月末に行われた第 3 戦の「ラリー丹

後 2018」では３位に入賞するなど好調を維持してい

ます。

　福永さんが大会で使用する車体には、なー

しくんのステッカーも貼られて準備万端。

　福永さんは「次

戦はシーズン序盤

の大切な試合。チー

ム一丸となって優

勝目指してがんば

ります」と力強く

話しました。
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4/

21 ～ 22 NHK のど自慢に町が沸く !

　4 月 22 日㈰に御荘文化センターホールで「NHK の

ど自慢」の公開生放送が行われ、前日の予選会を通過

した出場者 20 組が自慢の歌声を披露しました。愛南

町になって初めてやってきたのど自慢に町は沸き、番

組を通じて愛南町の魅力が全国に発信されました。

愛南町から出場した清水百
もも

花
か

さん（城辺中３年）

「ものすごく緊張しましたが、好きな曲を大きな舞台

で歌えて嬉しいです。練習以上の出来でした。将来

は音楽関係の仕事に就きたいので、これからも頑張っ

ていきたいです」

愛南町から出場した山本太
ふとし

さん（久良漁協職員）

「みんなに、特に家族に歌を聴いてもらおうという気

持ちで歌いました。孫たちにも声が届いたと思いま

す。娘が今年嫁に行くので、その娘にも声が届いた

のではないでしょうか」

愛南町から出場した久徳竜
たつ

也
や

さん（漁業）

「緊張しましたが、愛南町らしくて良かったです。何

よりも楽しかったです。みんな仲間になって、スタッ

フの皆さんも含めて一丸となれました」

グランプリを受賞した高田恵
めぐみ

さん（高校３年生）

「このような賞をいただき光栄です。スタッフの方

の尽力と支えがあり、また出演者の皆さんがアット

ホームで温かく、自分の力を出し切れたと思います。

ミュージカル・スターになるのが夢なので、この舞

台に立てたことを糧として、これからも頑張ってい

きたいです」

NHK のど自慢出場者の皆さん

上／超満員の予選会会場。250 組の出演者と観客が一体になって予

選会を盛り上げました。

下／前日の予選会では会場に入れなかった人のために、御荘文化セ

ンターの駐車場に特設モニターが設置され、予選会の様子が映

し出されました

４月 21 日　予選会の様子
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

池
田
一か

ず

成な
り

さ
ん
が
優
等
賞
首
席
を
受
賞

農
林
課
か
ら

Ａ
Ｌ
Ｔ
を
南
宇
和
高
校
に
派
遣

坂
尾
英え

い

治じ

さ
ん
が

愛
媛
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
か
ら
感
謝
状

　

４
月
18
日
、
西
予
市
野
村
畜
産
総

合
振
興
セ
ン
タ
ー
で
和
子
牛
臨
時
市

場
セ
リ
と
併
せ
て
和
子
牛
品
評
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
各
地
よ
り

１
１
４
頭
の
子
牛
が
出
品
さ
れ
、
池

田
一
成
さ
ん
（
広
見
）
の
出
品
牛
「
愛

都
１
１
３
」
が
『
去
勢
の
部
』
に
お

い
て
、
最
高
位
で
あ
る
優
等
賞
首
席

を
受
賞
し
ま
し
た
。

学
校
教
育
課
か
ら

　

５
月
１
日
、
愛
南
町
と
愛
媛
県
教

育
委
員
会
が
県
立
南
宇
和
高
校
の
英

語
教
育
充
実
に
向
け
て
、
町
が
雇
用

す
る
外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を

同
校
に
派
遣
す
る
協
定
を
結
び
ま
し

た
。
県
内
で
は
初
め
て
の
取
組
に
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
南
宇
和
高
校
で
Ａ

Ｌ
Ｔ
が
行
う
授
業
は
、
こ
れ
ま
で
の

10
倍
に
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

同
日
付
で
南
宇
和
高
校
に
派
遣
さ
れ

た
米
国
出
身
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
シ
ョ
ー
ト
・

ア
ー
ロ
ン
さ
ん
は
「
故
郷
の
話
な
ど

も
交
え
て
、
生
徒
の
英
語
力
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
に
役
立
ち
た
い
」
と
抱
負

を
語
り
ま
し
た
。

総
務
課
か
ら

　

５
月
21
日
、
愛
南
町
役
場
本
庁
で
本
町
の
坂

尾
英
治
さ
ん
が
、
総
務
省
愛
媛
行
政
監
視
行
政

相
談
セ
ン
タ
ー
の
末
光
一
成
所
長
か
ら
感
謝
状

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
氏
が
多
年
に
わ
た
り
住
民
か
ら
の
行

政
に
対
す
る
意
見
要
望
な
ど
を
受
け
付
け
、
そ

の
解
決
や
実
現
の
た
め
に
地
道
な
活
動
を
行
っ

て
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

坂
尾
さ
ん
の
功
労
に
敬
意
を
表
し
、
心
か
ら

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
30
年
度
消
防
団
本
部
役
員
を
紹
介
し
ま
す

消
防
本
部
か
ら

　

今
年
度
の
愛
南
町
消
防
団
本
部
役
員
は
、
次
の

方
々
で
す
。

　

４
月
14
日
に
は
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
辞

令
交
付
式
が
行
わ
れ
、
本
部
役
員
以
下
幹
部
一
同

は
、
町
の
安
全
・
安
心
を
守
る
消
防
人
と
し
て
、

気
持
ち
を
新
た
に
引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。

平成30年度　消防団本部役員

団長 松岡　増
ます

幸
ゆき

副団長 小松　一
かず

好
よし

　〃 木村　俊
しゅんすけ

介
内海方面隊長 島内登

と

世
よ

樹
き

内海副方面隊長 前田　　 淳
あつし

御荘方面隊長 坂本　譲
じょうじ

司
御荘副方面隊長 清家　輝

てる

彦
ひこ

城辺方面隊長 山上　良
よし

人
と

城辺副方面隊長 孝野　覚
かく

也
や

一本松方面隊長 岡 　　 正
ただし

一本松副方面隊長 山本　清
きよ

人
と

西海方面隊長 菅原千
ち

代
よ

郎
よう

西海副方面隊長 福山　弘
ひろ

道
みち

（敬称略）
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愛
南
町
国
保
一
本
松
病
院
よ
り
医
師
の
紹
介

国
保
一
本
松
病
院
か
ら

南水研にやってきました！南水研にやってきました！
今年も愛媛大学南予水産研究センターに新しく９人の学生がやってきました。

これから専門コースで研究に励みながら愛南町を舞台にした活躍がはじまります。

愛媛大学南予水産研究センター愛媛大学南予水産研究センター

平岡定典さん
徳島県出身

山本梓沙さん
長野県出身

川上光哉さん
大阪府出身

近藤総一郎さん
愛知県出身

外山佐久良さん
大阪府出身

二宮彩ゆ梨さん
愛南町出身

下坂和希さん
大洲市出身

賀屋啓太さん
兵庫県出身

彌政　湧さん
広島県出身

愛
南
町
の
豊
か
な
自
然
を

楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
！

愛
南
町
の
豊
か
な
自
然
を

楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
！

ス
マ
の
研
究
を
頑
張
り
た
い
で
す
！

釣
り
も
好
き
な
の
で
、
愛
南
町
で
の

生
活
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

ス
マ
の
研
究
を
頑
張
り
た
い
で
す
！

釣
り
も
好
き
な
の
で
、
愛
南
町
で
の

生
活
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
の
が
好
き
な
の
で

積
極
的
に
参
加
し
た
い
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
の
が
好
き
な
の
で

積
極
的
に
参
加
し
た
い
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
な
の
で

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
の
イ
ベ
ン
ト
に

積
極
的
に
参
加
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
な
の
で

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
の
イ
ベ
ン
ト
に

積
極
的
に
参
加
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

ア
オ
リ
イ
カ
命

一
撃
必
掛

ア
オ
リ
イ
カ
命

一
撃
必
掛

愛
南
の
魚
た
ち

底
０
m
か
ら
ゴ
ッ
ソ
リ

愛
南
の
魚
た
ち

底
０
m
か
ら
ゴ
ッ
ソ
リ

愛
南
町
で
海
を
沢
山
勉
強
し
て

海
で
沢
山
遊
ん
で

e
n
jo
y

し
た
い
で
す
！

愛
南
町
で
海
を
沢
山
勉
強
し
て

海
で
沢
山
遊
ん
で

e
n
jo
y

し
た
い
で
す
！

地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
通
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

学
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
通
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

学
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

愛
南
町
で
の
生
活
を
楽
し
み
つ
つ

勉
強
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

愛
南
町
で
の
生
活
を
楽
し
み
つ
つ

勉
強
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

ひらおか さだのり

こんどう そういちろう

や  まさ　    ゆう

か　や  けい た

にのみや  さ　ゆ　り

やまもと あず  さ

と  やま  さ   く   ら

しもさか かず き

かわかみ こう や

　

た
だ
い
ま
!!
在
日
本
ア
メ
リ
カ

海
軍
病
院
横
須
賀
か
ら
予
定
通
り

愛
南
町
に
帰
り
ま
し
た
。
予
定
と

は
異
な
り
ま
し
た
が
一
本
松
病
院

の
方
へ
勤
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
大
学
院
で
勉
強
を
し

な
が
ら
の
毎
日
に
な
り
ま
す
が
、
療

養
を
中
心
と
し
て
重
要
な
機
能
を
持

つ
町
内
の
病
院
と
し
て
精
一
杯
頑
張

り
ま
す
。
医
療
だ
け
で
な
く
教
育
面

で
愛
南
町
に
い
な
が
ら
ど
う
す
れ
ば

米
国
の
教
育
が
受
け
ら
れ
る
等
興
味

の
あ
る
方
は
ど
ん
ど
ん
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
！

W
e
lco

m
e
 to

 A
in

a
n
!!

◆
嶋
本
純じ
ゅ
ん
や也 

先
生
（
内
科
）

◆
安
川
正ま

さ

貴き 

先
生
（
内
科
）

　

４
月
か
ら
愛
媛
大
学
前
副
学
長
の

安
川
正
貴
先
生
が
診
療
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
安
川
先
生
の
専
門
は
血

液
疾
患
、
膠
原
病
、
免
疫
疾
患
、
感

染
症
な
ら
び
に
総
合
内
科
的
疾
患
で

す
。
血
液
疾
患
等
で
お
悩
み
の
方
は

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
診
療

日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

月

診　

療　

日
（
６
月
〜
８
月
）

６
月

８
日
㈮
、
22
日
㈮
午
前
の
み
、
29
日
㈮

７
月

13
日
㈮

８
月

10
日
㈮
、
17
日
㈮
、
24
日
㈮
、
31
日
㈮
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

平成30年度の各地域の行政協力員および副行政協力員をお知らせします

地区名 行政協力員氏名

菊川第１ ○宗　田　清
きよ

　昭
あき

菊川第２ 　山　平　祥
しょう

  三
ぞう

菊川第３ 梶　原　正
しょう

　二
じ

菊川第４ 西　川　定
さだ

　和
かず

平　山 ○河　野　　 仁
ひとし

長　洲 　久　保　郁
いく

　夫
お

長　崎 ○齋　藤　武
たけ

　俊
とし

貝　塚 ○久保田　　啓
けい

八幡野 　吉　田　昭
あき

　生
お

本　町 　　岡　　　 勲
いさお

寺新町 　山　泉　孝
たか

　之
ゆき

栄　町 　埜　下　浩
ひろ

　孝
たか

地区名 行政協力員氏名

上　町 ○永　井　善
よし

　也
や

馬　場 　 尾　﨑　裕
ひろ

　志
し

下永ノ岡 　和　泉　利
とし

　秀
ひで

上永ノ岡 ○久　德　耕
こう

　一
いち

和口第１ 　山　本　真
しん

　也
や

和口第２ ○田　中　　 均
ひとし

長月第１ ○坪　﨑　正
まさ

　行
ゆき

長月第２ 木　下　憲
のり

　昭
あき

長月第３ 酒　井　平
つね

　雄
お

長月第４ 　山　口　　 隆
たかし

節　崎 ○高　江　　 学
まなぶ

馬　瀬 ○　森　　秀
ひで

　典
のり

地区名 行政協力員氏名

深　泥 ○椙　山　　 力
ちから

防城成川 椙　山　　健
つよし

赤　水 ○武　久　正
まさ

　直
なお

高　畑 　西　家　正
まさ

　人
と

尻　貝 濵　田　篤
あつ

　巳
み

奥の谷 大　島　茂
たかいちろう

一郎

中の谷 　山　下　芳
よし

　樹
き

高　手 ○黒　澤　知
とも

　生
お

灘　前 二　宮　　 與
あたえ

左右水 安　田　元
もと

　志
し

猿　鳴 猪　野　　 毅
たけし

地区名 行政協力員氏名

正　木 ○田　中　啓
けいいちろう

一郎

増　田 ○石　河　　 浩
ひろし

小　山 ○釣　井　　 久
ひさし

地区名 行政協力員氏名

中　川 ○篠　田　美
よし

　登
のり

広　見 ○岡　原　　 正
まさし

上大道 ○德　岡　　 朗
あきら

地区名 行政協力員氏名

満　倉 ○和　泉　　 久
ひさし

一本松 ○岩　村　讓
じょう

  二
じ

　行政協力員および副行政協力員は、町と町民の皆さまをつなぐパイプ役を担っています。

御荘地域

一本松地域

総務課から

組　名 副行政協力員氏名

下組第一 檜　口　展
のぶ

　明
あき

下組第二 小　川　　 正
ただし

徳　田 國　松　正
まさ

　人
と

宮　川 黒　岩　松
まつ

　秀
ひで

本　村 大奈路　　 至
いたる

御在所 射　場　藤
ふじ

　義
よし

大駄場 岡　本　光
みつ

　夫
お

太　田 松　本　悠
ゆう

　生
き

亀之串 柿　本　和
かず

　生
お

八人組 尾　崎　浩
こう

　児
じ

東中屋 中　井　宣
のぶ

　弘
ひろ

西中屋 小　松　幹
もと

　明
あき

東中組 中　谷　美
よし

　雄
お

中　組 德　岡　恭
きょう

  子
こ

西中組 德　原　満
みつ

　男
お

内尾串第一 田　増　直
なお

　也
や

内尾串第二 米　田　由
ゆ

　美
み

組　名 副行政協力員氏名

駄　場 宮　岡　昌
まさ

　弘
ひろ

岡駄場 池　田　一
かず

　成
なり

名　路 辻　村　和
かず

　彦
ひこ

向　山 宮　本　敏
とし

　弘
ひろ

久保江 岡　 　　 正
ただし

東　一 宮　下　香
か よ こ

代子

東　二 清　水　勘
かん

　次
じ

西　一 荒　地　政
まさ

　友
とも

西　二 大　西　良
よし

　和
かず

坪　浜 河　内　直
なお

　樹
き

西　組 宮　谷　敏
とし

　彦
ひこ

東部第一 土　居　　 修
おさむ

東部第二 赤　松　邦
くに

　彦
ひこ

南　部 岡　原　　 久
ひさし

西　部 山　口　　 洋
ひろし

北　部 福　岡　義
よし

　人
と

組　名 副行政協力員氏名

内尾串第三 山　田　信
のぶ

　正
まさ

広　岡 谷　村　幸
さち

　彦
ひこ

平　畑 鈴　木　竜
たつ

　也
や

中　串 武　田　弘
ひろ

　行
ゆき

東小山 浅　山　次
つぎ

　夫
お

本村第一 清　水　マサコ

本村第二 岩　村　俊
とし

　明
あき

坂　石 嘉　新　喜
よし

　文
ふみ

新　田 猪　野　彰
あき

　博
ひろ

大　又 大　森　義
よし

　久
ひさ

影　平 入　江　昌
まさ

　晃
あき

名　本 中　松　勝
しょう

  二
じ

奈　呂 山　岡　伸
のぶ

　好
よし

光　野 山　本　志
し

　郎
ろう

茶　堂 田　島　基
もと

　信
のぶ

弓　張 髙　田　知
とも

　明
あき

古　宅 土　居　尚
なお

　行
ゆき
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地区名 行政協力員氏名

網　代 ○高　魚　新
しん

　二
じ

魚神山 ○末　弘　経
つね

　博
ひろ

油　袋 ○朝　倉　建
けん

　二
じ

家　串 ○織　田　
けい

　三
ぞう

平　碆 ○中　川　庫
くら

　三
みつ

須ノ川 ○河　野　和
かず

　稔
とし

柏　崎 ○浪　口　靖
やす

　宏
ひろ

柏 ○脇　田　浅
せん

　三
ぞう

地区名 行政協力員氏名

越　田 池　田　　 栄
さかえ

弓　立 内　田　　 勝
まさる

小　浦 　中　田　　 強
つよし

樫　月 清　水　牛
うし

　郎
ろう

船　越 ○長　岡　健
けん

　治
じ

久　家 山　下　龍
りゅう

  男
お

下久家 山　下　勇
ゆう

　造
ぞう

樽　見 清　水　辰
たつ

　夫
お

大成川 中　野　久
ひさ

　夫
お

小成川 和　田　嗣
つぐ

　利
とし

福　浦 福　田　　 久
ひさし

麦ヶ浦 幸　田　　 均
ひとし

地区名 行政協力員氏名

武者泊 ○畑　部　又
また

　勝
かつ

外　泊 　楠　葉　和
かず

　弘
ひろ

中　泊 ○吉　田　俊
とし

　廣
ひろ

内　泊 　林　　　 仁
ひとし

地区名 行政協力員氏名

僧　都 ○山　田　正
まさ

　明
あき

山　出 ○川　越　基
もと

　広
ひろ

梶郷上 久　德　　 隆
たかし

梶郷下 増　田　孝
たか

　士
し

大道上 　吉　田　英
ひで

　文
ふみ

大道下 ○宮　本　秀
ひで

　樹
き

樫　床 寺　岡　　 等
ひとし

樋　口 山　﨑　芳
よし

　久
ひさ

西　柳 淺　岡　洋
よう

　司
じ

岡 　原　　俊
しゅん

  次
じ

中　緑 金　繁　　 亮
りょう

当　時 中　山　繁
しげ

　伸
のぶ

下　緑 谷　脇　孝
たか

　紀
のり

左　谷 金　平　髙
たか

　文
ふみ

太　場 吉　田　良
よし

　香
か

豊　田 ○安　岡　昌
まさ

　彦
ひこ

神　越 ○久　徳　哲
てつ

　也
や

中の谷 　中　平　昌
まさ

　文
ふみ

鼻 　前　田　常
つね

　男
お

下長野 ○宮　本　一
かず

　大
ひろ

石井手 ○石　崎　安
やす

　男
お

地区名 行政協力員氏名

伊勢町 ○湯　浅　裕
ひろ

　記
ふみ

矢の町１ 　梶　原　岩
いわ

　雄
お

矢の町２ ○安　岡　英
ひで

　也
や

矢の町３ 二　神　嘉
よし

　彦
ひこ

中町上 河　島　秀
ひで

　樹
き

中町下 ○山　本　清
きよ

　孝
たか

北　裡 ○裡　田　日
ひ で お

出夫

後　１ 　松　田　常
つね

　弘
ひろ

後　２ ○　旭　　好
よし

　則
のり

後　３ 　橋　村　正
まさ

　道
みち

清　水 前　田　良
よし

　成
なり

沖　１ 　濱　口　隆
たか

　司
し

沖　２ ○尾　﨑　敏
とし

　治
はる

松　本 ○岡　田　正
まさ

　寿
ひさ

久　保 　上　田　栄
えい

　造
ぞう

鳥　越 ○岸　本　房
ふさ

　雄
お

中　原 ○松　本　雅
まさ

　洋
ひろ

土　居 ○本　田　　 功
いさお

三島団地 ○廣　岡　憲
のり

　彰
あき

蓮乗寺 ○藤　森　公
きみ

　夫
お

脇　本 　吉　村　定
さだ

　託
よし

地区名 行政協力員氏名

中　玉 ○本　多　正
まさ

　志
し

大　浜 　武　田　徳
のり

　幸
ゆき

柿ノ浦 前　田　　 浩
ひろし

敦　盛 ○安　岡　幸
こう

　一
いち

岩　水 ○　岡　　雄
ゆう

　次
じ

垣　内 ○前　田　末
すえ

　光
みつ

東　浜 中　川　健
けん

　一
いち

中　組 東　本　健
けん

太
た

郎
ろう

奥　前 ○中　平　英
ひで

　明
あき

西　浜 岩　井　英
ひで

　典
のり

鼻　前 小　松　勝
かつ

　彦
ひこ

鯆　越 　田　下　一
かず

　二
つぎ

古　月 ○間　口　信
のぶ

　昭
あき

日　土 土　居　矢
や

　次
つぎ

大寿浦 　幸　﨑　健
けん

　児
じ

真　浦 幸　田　正
なお

　也
や

西真浦 ○本　多　計
かず

　清
きよ

新　浦 竹　田　武
たけ

　久
ひさ

西海地域

城辺地域

内海地域

　（○は行政協力員、それ以外の方は副行政協力員です。）
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

種別 管内 住宅名称及び所在地
構造

年月日
間取り 月額家賃 駐車場

地デジ
受信

公
営
住
宅

城
辺

三島団地5号棟（3階3号室）
城辺乙669番地

RC造4階建
昭和52年

3DK
62.10㎡

9,900円～
14,800円 有 ◯

三島団地6号棟（4階3号室）
城辺乙669番地

RC造4階建
昭和57年

3DK
67.70㎡

11,700円～
17,500円 有 ◯

御
荘

猪ノ尻西団地A-1棟（1階3号室）
御荘平城2404番地

RC造3階建
昭和52年

3DK
53.70㎡

10,800円～
16,200円 有 ◯

中浦団地（1階1号室）（1階3号室）（1階5号室）（3階7号室）
中浦1677番地1

RC造3階建
昭和53年

3DK
56.30㎡

8,800円～
13,100円 有 ◯

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

城
辺

猿田団地（1階5号室）
城辺甲3851番地1

RC造3階建
平成7年

2LDK
73.98㎡ 53,000円 有 ◯

猿田団地（2階1号室）（2階4号室）
城辺甲3851番地1

RC造3階建
平成7年

3DK
76.46㎡ 53,000円 有 ◯

西
海

久家団地（1階3号室）
久家23番地1

RC造3階建
平成8年

3LDK
94.94㎡ 37,000円 有 ※

久家団地（3階1号室）
久家23番地1

RC造3階建
平成8年

4DK
94.94㎡ 37,000円 有 ※

※テレビ難視聴地域ですので、ケーブルテレビ等への加入が必要です。
①特別な場合は単身での申し込みができますが、部屋の面積が60㎡未満の住宅に限ります。
②入居には原則、連帯保証人が2名必要となり、敷金は月額家賃の3か月分、共益費は別途必要で
す。なお、入居まで多少時間のかかる住宅もあります。

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

建
設
課
か
ら

　
現
在
、
空
室
と
な
っ
て
い
る
町
営
住
宅
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。

公
募
住
宅
の
概
要
（
左
表
の
と
お
り
）

申
込
受
付
期
間　

　

６
月
12
日
㈫
〜
19
日
㈫

入
居
者
資
格　

（
次
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
方
）

⑴
住
宅
に
お
困
り
で
、
町
内
に
居
住
を

希
望
す
る
方

※
持
ち
家
の
あ
る
方
は
原
則
と
し
て
申

込
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
特
別
な
事

情
の
場
合
は
別
途
相
談
を
受
け
ま
す
。

た
だ
し
、
公
営
住
宅
に
住
ん
で
い
る
方

は
公
営
住
宅
へ
の
入
居
資
格
は
あ
り
ま

せ
ん
。

⑵
世
帯
を
お
持
ち
の
方
（
特
別
な
場
合

を
除
い
て
単
身
で
の
入
居
は
で
き
ま
せ

ん
。
）

⑶
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

⑷
暴
力
団
員
で
な
い
方

※
こ
こ
で
い
う
暴
力
団
員
と
は「
暴
力
団

員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関

す
る
法
律
」第
２
条
第
６
号
に
規
定
す
る

暴
力
団
員
を
い
い
ま
す
。

⑸
収
入
基
準（
月
額
所
得
）

【
公
営
住
宅
】 

15
万
８
千
円
以
下
の
方

【
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
】

　

15
万
８
千
円
以
上

　
　
　
　
　

〜
60
万
１
千
円
以
下
の
方

申
込
先

　

各
団
地（
住
宅
）
ご
と
で
の
申
込
み
と

な
り
、
建
設
課
ま
た
は
各
支
所
で
入
居

の
申
込
手
続
き
が
行
え
ま
す
。

問
合
せ　

建
設
課 

℡
７
２
―

７
３
１
３

医
療
費
受
給
者
証
の
更
新
手
続
き
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

町
民
課
か
ら

　

次
の
各
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新
に
つ
い
て
、
対
象

と
な
る
方
に
更
新
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。
期
間
内
に

更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
期
間
は
、
い
ず
れ
も
６
月
20
日
㈬
〜
29
日
㈮

で
、
町
民
課
ま
た
は
各
支
所
で
手
続
き
が
行
え
ま
す
。

【
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
者
証
】

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

　

印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
現
在
交
付
中
の
ひ
と
り
親
家

庭
医
療
費
受
給
者
証
、
20
歳
以
上
の
学
生
の
方
は
在
学

証
明
書
、
送
付
の
更
新
申
請
書

※
前
年
の
所
得
に
対
し
所
得
税
が
課
税
の
場
合
、
ひ
と

り
親
家
庭
医
療
は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
所

得
税
の
判
定
は
年
少
扶
養
控
除
廃
止
前
の
規
定
に
よ
っ

て
再
計
算
す
る
た
め
、
源
泉
徴
収
票
等
で
課
税
で
あ
る

方
も
該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
所
得
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
該
当
と
な
り

ま
す
が
、
受
給
者
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
更
新
手
続

き
で
な
く
新
た
に
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
収

入
や
控
除
に
増
減
が
あ
っ
た
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
】

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

　

印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
現
在
交
付
中
の
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
受
給
者
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
送
付
の
更
新
申
請
書

問
合
せ　

町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０
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ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
対
象
学
習
塾
を
定
期
開
講
し
ま
す

保
健
福
祉
課
か
ら

児
童
手
当
制
度
の
ご
案
内

保
健
福
祉
課
か
ら

乳
房
超
音
波
検
診
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

愛
南
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
に
よ

る
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
小
・
中
学
生

を
対
象
と
し
た
学
習
塾
を
５
月
12
日

よ
り
、
定
期
開
講
し
て
お
り
ま
す
。

授
業
形
態
は
、
受
講
者
が
持
参
し
た

教
材
・
宿
題
等
の
間
違
い
箇
所
や
不

明
な
箇
所
に
つ
い
て
、
講
師
が
指
導

す
る
形
式
と
な
り
ま
す
。
受
講
を
希

望
さ
れ
る
方
は
保
健
福
祉
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

愛
南
町
在
住
の
ひ
と
り
親

家
庭
世
帯
の
小
・
中
学
生

日
程

　

第
１
、
２
、
４
土
曜
日
、

　

第
３
日
曜
日　

　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

城
の
辺
学
習
館

受
講
料　

無
料　

　
　
　
　

※
教
材
等
は
各
自
持
参

問
合
せ  

　

保
健
福
祉
課

　

（
愛
南
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
事
務
局
）  

℡
７
２
―

１
２
１
２

　

児
童
手
当
を
受
け
る
た
め
に
は
申

請
が
必
要
で
す
。

■
児
童
手
当
制
度
の
し
く
み

　

児
童
手
当
は
、
15
歳
到
達
後
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児

童（
中
学
校
修
了
前
の
児
童
）
を
養
育

し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
手
続
き

　

児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
す
る

家
計
の
主
た
る
生
計
維
持
者
が
申
請

し
、
住
所
地
の
市
区
町
村
長（
公
務
員

の
方
は
勤
務
先
）
の
認
定
を
受
け
る

こ
と
に
よ
り
、
申
請
し
た
翌
月
分
か

ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
支
給
月
額

○
３
歳
未
満　

一
律
１
５
０
０
０
円

○
３
歳
以
上
小
学
校
終
了
前　

第
１

子
・
第
２
子
１
０
０
０
０
円
、
第
３

子
以
降
１
５
０
０
０
円

　

「
第
３
子
以
降
」
と
は
、
18
歳
到

達
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
養
育

し
て
い
る
児
童
の
う
ち
３
番
目
以
降

を
い
い
ま
す
。

○
中
学
生 

一
律
１
０
０
０
０
円

※
た
だ
し
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
の
前
年
（
１
月
か
ら
５
月
ま
で
の

月
分
に
つ
い
て
は
前
々
年
）
の
所
得

が
所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
場
合

は
、
特
例
給
付
と
し
て
児
童
１
人
当

た
り
月
額
一
律
５
０
０
０
円
を
支
給

し
ま
す
。

■
支
払
時
期

　

児
童
手
当
は
、
原
則
と
し
て
、
毎

年
２
月
、
６
月
、10
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
へ

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
は
、
毎
年
６
月
１
日
か
ら

30
日
（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）
の
間
に

「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
毎
年
６
月
１
日

に
お
け
る
状
況
を
届
け
、児
童
手
当
を

引
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

※
こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、
６
月

分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
に
は
、
個
別
に
現
況
届
の
通

知
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
ず
、
６

月 

日
ま
で
に
手
続
き
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ  

　

保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

保
健
福
祉
課
か
ら

　

30
歳
代
女
性
を
対
象
と
し
た
乳
が

ん
検
診(

乳
房
超
音
波)

を
次
の
日
程

で
実
施
し
ま
す
。

　

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
城
辺

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
保
健
福

祉
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
対
象

　

30
歳
〜
39
歳　

女
性

■
日
時
・
場
所

　

９
月
20
日
㈭

　

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　

９
時
30
分
〜
11
時
、

　

13
時
〜
14
時
30
分

 

10
月
５
日
㈮

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

　

９
時
〜
10
時
30
分
、

　

13
時
〜
14
時
30
分

※
希
望
の
時
間
を
事
前
に
お
聞
き
し

調
整
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

（
要
予
約
：
各
日
36
名
限
定
）

申
込
み
・
問
合
せ
　

　

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　

 

℡
７
３
―

７
４
０
０

　

保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

30
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

認
知
症
に
関
連
す
る
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

テ
レ
ビ
や
新
聞
等
で
毎
日
の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
「
認
知
症
」
。

超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
日
本
に
と
っ
て
、
国
家
的
な
重
要
課
題
の
一
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
認
知
症
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
脳
の
病
気
で
、
最
新
の
報
告

で
は
高
齢
者
の
四
人
に
一
人
が
「
認
知
症
」
も
し
く
は
「
認
知
症
予
備
軍
」
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
や
認
知
症
は
誰
も
が
関
わ
る
可
能
性
の
あ
る
身

近
な
病
気
で
す
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
の
よ
い
環
境
で
、
自

分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
町
を
目
指
し
、
様
々
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

物
忘
れ
の
不
安
や
苦
し
さ
は
、
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
早
め
に
相
談

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

  

高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
：
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

認
知
症
に
限
ら
ず
、
医
療
や
介
護
、
暮
ら
し
の
困
り
ご
と
等
の
ご

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

■
日
時　

月
〜
金
曜
日　

８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分

■
場
所　

愛
南
町
役
場
本
庁
１
階

  

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医(

精
神
科
医)

が
専
門
的
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
関
係
者
か
ら
の
ご
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。

■
日
時　

第
２
・
第
４
月
曜
日　

13
時
か
ら
17
時（
完
全
予
約
制
）

■
場
所　

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

  

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

　

認
知
症
を
患
っ
て
も
ご
本
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
な
が
ら
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、
専
門
職
に
よ
る
チ
ー
ム

が
相
談
に
応
じ
、
適
切
な
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る
た
め

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

■
日
時　

月
〜
金
曜
日　

８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分

■
場
所　

愛
南
町
役
場
本
庁
１
階（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

  

認
知
症
学
習
会

　

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
（
精
神
科
医
）
が
、
地
域
に
出
向
い
て
認
知
症

に
関
す
る
講
話
を
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
日
時　

年
２
回　

　
　
　
　

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
場
所　

集
会
所
・
公
民
館
等 

  

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

受
講
者
３
名
以
上
集
ま
れ
ば
、
事
務
局

か
ら
講
師
を
派
遣
し
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
内
容
は
標
準

的
な
テ
キ
ス
ト
に
も
と
づ
い
て
、
講
話
や

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視
聴
を
90
分
程
度
行
い
ま
す
。

　

職
場
や
団
体
等
の
研
修
の
機
会
と
し
て

も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

相　

談

学　

ぶ
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「
須
ノ
川
公
園
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
体
験
」
の
参
加
者
募
集

愛
南
町
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

  

認
知
症
カ
フ
ェ 

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、
医
療
や
ケ
ア

の
専
門
職
、
そ
し
て
地
域
の
方
々
が
気
軽
に

集
ま
り
、
交
流
を
楽
し
む
場
所
で
す
。
認
知

症
へ
の
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
認
知
症
に
関
心
が
あ
る
方
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

月
１
回
程
度
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

毎
週
火
曜
日　

13
時
30
分
〜
16
時

■
場
所　

御
荘
平
城
２
２
１
８
番
地
１

　
　
　
　

（
元
マ
ル
ニ
書
店
）

■
参
加
費　

無
料

  

認
知
症
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
事
前
登
録

　

認
知
症
等
に
よ
っ
て
行
方
不
明
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
高
齢
者
の

方
が
、
行
方
不
明
と
な
っ
た
際
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
消

防
、
警
察
、
そ
の
他
関
係
機
関
等
が
連
携
し
て
行
方
不
明
者
の
早
期
発

見
や
保
護
を
行
い
、
そ
の
後
の
支
援
や
再
発
防
止
に
努
め
ま
す
。

■
対
象　

認
知
症
等
に
よ
り
行
方
不
明
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
方

■
利
用
方
法　

本
人
ま
た
は
家
族
に
よ
る
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　

手
続
き
に
は
、
印
鑑
と
写
真(

顔
写
真
・
全
身
が
写
っ

た
写
真
、
各
一
枚)

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー  

℡
７
２
―

７
３
２
５

内
海
支
所
か
ら

　

須
ノ
川
海
岸
で
「
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ

ン
グ
体
験
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
講
習
の
も

と
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
を
家
族
や

友
人
と
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

　

８
月
４
日
㈯
５
日
㈰　

10
時
〜

（
天
候
・
海
の
状
況
に
よ
り
中
止
の

場
合
あ
り
）

場
所　

須
ノ
川
公
園（
海
岸
）

定
員　

各
回
と
も
20
名（
予
約
順
）

体
験
料　

１
人　

３
４
０
０
円

　
　
　
　

（
割
引
あ
り
）

申
込
締
切
日　

７
月
１
日
予
約
開
始

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。
）

　

詳
し
く
は
愛
南
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

　

須
ノ
川
公
園
管
理
事
務
所

℡
８
５
―

０
２
０
０

企
画
財
政
課
か
ら

　

独
身
男
女
の
出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
８
月
５
日
㈰

と
10
月
７
日
㈰
〜
８
日（
月
・
祝
）
に

開
催
す
る
予
定
で
す
。

対
象

　

20
歳
か
ら
45
歳
く
ら
い
の
独
身
男

女
（
男
性
に
つ
い
て
は
、
町
内
在
住

の
方
に
限
り
ま
す
）

　

今
年
度
か
ら
、
町
内
在
住
の
女
性

の
募
集
も
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
企
画
財
政
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ 

　

企
画
財
政
課 

℡
７
２
―

７
３
１
７

集　

う

守　

る
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

  

税
務
課
等
か
ら

６
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

町

県

民

税

1期分/
4期分

全期

国

民

健

康

保

険

税

1期分/

10期分

介

護

保

険

料

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、

ま
ず
督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し

て
い
ま
す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す

と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益

費
、
駐
車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当

月
分
が
月
末
に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
の
振
替
日
は
毎
月

21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と

な
り
ま
す
。

わ
が
家
を
地
震
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
！

防
災
士
養
成
講
座　

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

児
童
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

愛
媛
県
避
難
支
援
ア
プ
リ

「
ひ
め
シ
ェ
ル
タ
ー
」
が
で
き
ま
し
た

防
災
対
策
課
か
ら

　

愛
南
町
で
は
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
お
よ
び
改
修
工
事
を
行
う
方
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

地
震
か
ら
身
を
守
る
こ
と
で
安
心

し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
、こ
の
補
助

金
を
活
用
し
、
我
が
家
の
耐
震
化
を

図
り
ま
し
ょ
う
。
耐
震
診
断
を
経
て
改

修
工
事
を
行
う
と
、
最
大
１
４
４
万

円
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
平
成
28
年
度
か
ら
耐
震
診
断
が
安

価
で
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

■
補
助
対
象

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
、
階
数
が
２
階
以
下
で
延
べ

床
面
積
が
５
０
０
㎡
以
下
の
一
戸
建

て
木
造
住
宅

■
補
助
申
請
受
付
期
間

　

４
月
１
日
か
ら
12
月
28
日
ま
で

問
合
せ　

　

防
災
対
策
課 

℡
７
２
―

０
１
３
１

防
災
対
策
課
か
ら

　

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害

に
備
え
、
防
災
・
減
災
の
知
識
・
技

能
を
身
に
つ
け
、
地
域
に
お
け
る
防

災
活
動
の
主
動
的
な
立
場
と
な
る
防

災
士
を
養
成
す
る
「
防
災
士
養
成
講

座
」
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　

９
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

　
　
　

９
時
〜
17
時（
予
定
）

場
所　

南
予
地
方
局（
宇
和
島
市
）

対
象
者　

　

町
内
在
住
の
方
（
年
齢
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
）

内
容 

①
事
前
レ
ポ
ー
ト
の
提
出 

②
２
日
間
の
講
義
を
受
講 

③
講
義
の
最
終
に
資
格
取
得
試
験
を

実
施 

④
講
義
終
了
後
、
普
通
救
命
講
習（
３

時
間
）
を
受
講

受
講
料

　

無
料
（
宇
和
島
市
へ
の
交
通
費
は

町
が
負
担
し
ま
す
）

定
員　

10
名

申
込
方
法

　

６
月
29
日
㈮
ま
で
に
防
災
対
策
課

へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

　

防
災
対
策
課 

℡
７
２
―

０
１
３
１

保
健
福
祉
課
か
ら

　

６
月
15
日
は
児
童
手
当
の
支
給
日

で
す
（
公
務
員
を
除
く
）。
対
象
の
方

に
は
す
で
に
書
面
で
お
知
ら
せ
し
て

お
り
ま
す
と
お
り
、
支
払
通
知
書
は

送
付
い
た
し
ま
せ
ん
。
通
帳
を
記
帳

し
て
入
金
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ 

　

保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

防
災
対
策
課
か
ら

　

こ
の
た
び
、
愛
媛
県
避
難
支
援
ア

プ
リ
「
ひ
め
シ
ェ
ル
タ
ー
」
が
完
成

し
ま
し
た
。
こ
の
ア
プ
リ
は
、
一
人

ひ
と
り
に
対
し
て
避
難
の
判
断
や

行
動
に
役
立
つ
情
報
を
即
座
に
提
供

し
、
県
下
全
域
に
お
け
る
円
滑
な
避

難
を
支
援
す
る
ア
プ
リ
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
で

す
。
ご
利
用
の
際
は
、
各
ス
ト
ア
か

ら
「
ひ
め
シ
ェ
ル
タ
ー
」
で
検
索
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ 

　

防
災
対
策
課 

℡
７
２
―

０
１
３
１
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アカデミー

6月は食育月間、
毎月19日は食育の日です!

食育

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

　食育基本法が平成17年6月に成立したことによ

り、6 月を食育月間に。また、「育」という言葉が「い

く =19」を連想できることや「食」という言葉が「しょ

→初→ 1、く→ 9」と考えられることから、毎月19

日が食育の日と国で定められています。

　愛南町でも毎月19日を「愛南○○カレーの日」と

設定し、学校、保育所で、愛南町の食材を使ったカレー

を提供しています。

　食育の日には、大きな声

で「いただきます」「ごち

そうさま」といったり、家

族全員そろって楽しく食

事をするなど、ご家庭でも

少し「食」を意識してみて

はいかがでしょうか。

町
民
課
か
ら

　

国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い
と

き
や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場

合
、
保
険
料
の
免
除
を
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
未
納
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
「
も
し
も
」
の
と
き
の

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
免
除
制
度
に
は
、
全
額
免
除

と
一
部
免
除
が
あ
り
ま
す
。
一
部
免

除
に
は
、
４
分
の
１
免
除
、
半
額
免

除
、
４
分
の
３
免
除
の
３
種
類
が
あ

り
ま
す
。
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主

の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
に
、
全
額
免
除
ま
た
は
一
部
免
除

が
承
認
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
退
職
（
失
業
）
を
理
由
と
し

た
特
例
免
除
制
度
は
、
申
請
す
る
年

度
ま
た
は
前
年
度
に
お
い
て
退
職

（
失
業
）
の
事
実
が
あ
る
場
合
に
対
象

と
な
り
、
失
業
さ
れ
た
方
の
所
得

を
除
外
し
て
免
除
の
審
査
を
行
い
ま

す
。
特
例
免
除
の
場
合
は
、
雇
用
保

険
被
保
険
者
離
職
票
等
の
公
的
機
関

の
証
明
書
の
写
し
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
学
生
の
方
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
は
、
学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
納
付
猶
予
制
度
】

　

50
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
・
配
偶

者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
で

あ
れ
ば
申
請
に
よ
り
、
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

【
免
除
等
申
請
の
サ
イ
ク
ル
】

　

平
成
30
年
度
の
免
除
等
の
受
付
は

平
成
30
年
７
月
２
日
か
ら
開
始
さ

れ
、
平
成
30
年
７
月
分
か
ら
平
成
31

年
６
月
分
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し

て
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
に
な
っ
た

も
の
の
、
申
請
を
忘
れ
て
い
た
た
め

に
未
納
期
間
が
あ
る
方
等
は
、
国
民

年
金
窓
口
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

宇
和
島
年
金
事
務
所

　

国
民
年
金
課

　

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
３
４
４

　

町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

今
月
の

 

年
金
出
張
相
談
（
予
約
制
）

 

○
６
月
19
日
㈫

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　

 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

問
合
せ　

宇
和
島
年
金
事
務
所

　

お
客
様
相
談
室

　

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９

　

電
話
受
付
対
応
時
間

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

「
絵
葉
書
作
り
」
体
験
者
募
集
！

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

協
議
会
で
は
、「
絵
葉
書
作
り
体
験
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
自
分
だ

け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
葉
書
作
り
を
一

緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

６
月
15
日
㈮ 

　
　
　

10
時
か
ら

場
所　

御
荘
平
城
「
平
城
公
民
館
」

定
員　

10
名（
先
着
順
）

体
験
料　

１
人　

５
０
０
円

申
込
締
切
日　

６
月
12
日
㈫

問
合
せ　

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

 

℡
７
２
―

７
３
１
１

4月の学校給食

「愛南新玉ねぎカレー」です!
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宇和島保健所健康増進課
Tel：0895-22-5211（内線275）

お知らせ

マダニの感染症にご注意！

マダニに咬まれて感染する「重症

熱性血小板減少症候群（SFTS）」

の発生が増加する時期になりま

した。農作業やレジャーなどで

野山、畑、草むらなどに入る場

合は、十分注意しましょう。

飼い犬等に付いているマダニに

も注意が必要です！

愛媛内航海運組合連合会事務局
Tel：089-943-6630

イベント

「海運・船・船員について知ろう!」
を開催します

■日時　7月7日㈯
　　　　13時～15時30分まで
■会場　宇和島総合福祉センター
■内容　県内の16事業者と宇和
島水産高校が各所有船の役割や
船について、またその中で働く
船員について説明します。
■参加費　無料
参加申し込みは不要ですが、団

体で参加希望の場合は事前連絡

願います。

松山地方法務局人権擁護課
Tel：089-932-5798

相　　談

お近くの人権擁護委員に
ご相談ください

人権擁護委員は、人権を侵害さ

れた被害者の救済や人権相談活

動のほか、人権尊重思想の普

及・高揚を図る啓発活動に取り

組んでいます。

差別問題、暴行、虐待、体罰、

いじめ、プライバシーの侵害な

ど、人権問題でお困りの方は、

お近くの人権擁護委員にご相談

ください。

愛媛県労働委員会事務局
Tel：0872-6263

相　　談

労使間の個別トラブル
無料労働相談を実施します

■事務局職員相談（電話または面談)
　平日の8時30分～17時15分
■労働委員専門相談（面談）
　原則、毎月第４金曜日
　14時30分～17時
　（事前予約制・先着3名程度）

愛媛県男女参画・県民協働課　男女参画グループ
Tel：089-912-2332　Fax：089-912-2444　E-mail:danjokyodo@pref.ehime.lg.jp

募　　集

参加募集　第23回男女共同参画社会づくり推進県民大会

愛媛県では、平成30年6月20日㈬13：30から、「第23回男女共同参画社

会づくり推進県民大会」（会場：ひめぎんホール サブホール）を開催し

ます。参加料は無料ですのでお気軽にご参加ください。

■日時　6月20日㈬　13時30分～15時30分

■会場　ひめぎんホール　サブホール

■基調講演　大森　美香（「あさが来た」脚本家）

■基調講演テーマ　一人ひとりが輝く「あさ」を迎えるために

■対談テーマ　ひめボスグランプリ受賞例から学ぶ

■参加料　無料

■申込方法　電話、はがき、ファックス、メール

愛媛県長寿介護課
Tel：089-912-2430

お知らせ

介護情報アプリ「愛顔ケアねっと」
をリニューアル！

介護に関する様々な情報を提供

するアプリ「愛顔ケアネット」

がリニューアル。介護サービス

を担う方々も是非ご活用くださ

い。

【HP】えひめ介護情報サイト
「愛顔ケアねっと」

宇和島保健所企画課
Tel：0895-22-5211

お知らせ

平成30年度愛媛県不正大麻・
けし撲滅運動について

愛媛県では、平成30年４月１日

から６月30日までの３か月間を

「不正大麻・けし撲滅運動」の実

施期間と定め、不正栽培や自生

している大麻・けしを全面的に

撲滅し、大麻・けしに関する知識

の普及を図ることとしています。

不正な大麻・けしを発見した場合

には、宇和島保健所または最寄り

の警察署等へご連絡ください。

愛媛県広報広聴課
Tel：089-912-2241

お知らせ

みきゃん公式
テーマソング・ダンス完成！

愛媛県イメージアップキャラク
ターみきゃんの公式テーマソン
グ・ダンス「みきゃんと愛媛の
いーよかん」が完成しました。
愛媛の魅力たっぷりの曲となっ
ており、みきゃんの可愛いダン
スは必見です！ぜひご覧くださ
い。

HPみきゃんのかんづめ

こちらから
ダウンロードできます

詳しくはHPを
ご覧ください。
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南予地方局愛南水産課
Tel：72-1322

お知らせ

ニホンウナギの採捕禁止指示に
ついてお知らせします

愛媛県内において、今年から３

年間、親ウナギ産卵期間（10月

１日から翌年３月31日）は全長

25㎝を超えるうなぎの採捕が禁

止となりました。

今回の指示内容に関わらず、全

長25㎝未満のうなぎの採捕は、

愛媛県内水面漁業調整規則によ

り原則禁止となっておりますの

でご注意ください。

愛南町社会福祉協議会本所
Tel：70-1236

相　　談

心配ごと相談所

無料で民生児童委員3名が日常
生活でかかえる心配ごとの相談
をお受けします。
■日時：6月13日㈬14～16時
■会場：御荘老人福祉センター

無料で司法書士が相談をお受け
します（1回の相談人数は5人ま
でで事前に予約が必要。定員に
達した場合は受付を終了）。
■日時：6月21日㈭14～16時
■会場：御荘老人福祉センター

無料法律相談

あいなん
　　掲示板

ケアハウス城辺みしま荘　
Tel：70-1175

募　　集

ケアハウスの入居者を募集します

城辺みしま荘ケアハウスでは一人部屋４室、二人部屋１室の入居者を募

集しています。各部屋にはトイレ・洗面所・ミニキッチン・エアコンが

設置されており、食事は一日３食提供します。施設の概要等、詳しくは

お問い合わせください。また、見学を希望

される方は、ご連絡ください。

■入居の条件

　65歳以上の方で、身の回りのことは自分

でできるが、自炊ができない程度の身体能

力の低下や独立して生活するには不安のあ

る方

宿毛青年会議所
Tel/Fax：0880-63-3484

募　　集

すくこん2018 in 宿毛市林邸
参加者を募集します

今年４月に新しく改修された宿
毛市林邸で婚活イベントを実施
します。
■開催日時　7月8日㈰
   　　 　 　10時～15時頃まで
■参加資格　満20歳～45歳まで
　　　　　　の独身男女

（男性は宿毛市・大月町・三原村
在住の方、女性は国内在住の方）
■募集人数　男女とも15名
■参加費用　3,000円
■応募締切　6月24日㈰

南予水道企業団
Tel：0895-25-3222

募　　集

平成31年度南予水道企業団
職員採用候補者試験

■正規職員　◎上級・中級

　　　　　　水質検査技師１名

■採用予定　平成31年４月１日

■受付期間 

　　６月１日㈮～６月29日㈮

■試験日程（第一次試験）

　　７月29日㈰ 

受験資格等詳しくはお問い合わ

せください。

愛媛県後期高齢者医療広域連合　事業課保健事業係　
Tel：089-911-7739

お知らせ

後期高齢者歯科口腔健康診査を行います

愛媛県後期高齢者医療の被保険者の方を対象に、無料の歯科口腔検診を

実施します。

■対象者 愛媛県後期高齢者医療の被保険者の方
　※病院または診療所に6か月以上継続して入院している方、施設等へ入所・入居している

方は対象外となります。

■健診項目　問診、歯の状態、口腔機能評価、保健指導

■受診期間　平成30年6月1日㈮～平成31年2月28日㈭（期間中に１回）

■申込み方法　愛媛県後期高齢者医療広域連合に電話等で直接お申し込

みください。

受診方法や受診場所等、詳しくはお問い合わせください。
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あいなん音故地新
あいなん物産探訪

「見極める」－あいなん音故地新－
　誰でも簡単に情報を手に入れられる時代。求めていなくてもたくさんの情報が入ってくる時

代。その中には本物もあれば偽物もある。

　人から聞いたウソかマコトかわからんことをそのまま信じてしまうこともある。単なる噂話のレ

ベルならそれでもいいんやけど、、って、噂話も良くないか。尾ひれをつけて面白おかしくどんどん

広がる。そしてまったく別の話になっていく。あたしたちの周りにはそんな情報が溢れとる。

　特に最近は健康に関しての情報量が増えた。自分や家族の健康、そして命、人生に関わること。

嘘話も含めて、本物と偽物を見極めるにはどうすればいいか。「知識を身につける」、これしかな

い。そのことについてたくさん知ること。自分の目と耳で調べ、膨大な情報を集約して判断する。

調べるのもインターネットじゃなく、書物を選ぶ。そうすればその時の最善の選択ができるはず。

　知識は自分を守る盾にもなるし、誰かを助ける武器にもなる。って、思っとる。なんでこんな

ことを考えるようになったのか、って、やっぱり鍼灸に出会ってから。詳しくはまた今度、笑。

  （テノヒラkiku）

　愛南かき（マガキ）は、冬の愛南町を代表する食

材だが、愛南町にはこれから夏にかけて旬を迎え

る牡蠣もある。イワガキである。マガキに比べて

大きく重量感があり、味も濃厚だ。

　「養殖を行う御荘湾は、餌となるプランクトンが

豊富で、身入りのいいイワガキができる」そう話

すのは、７年前からイワガキ養殖に取り組む稲田

海産の稲田豊さんだ。マガキやヒオウギ貝の養殖

もしている稲田さんは「イワガキの養殖は特に手

間がかかる」という。出荷まではおよそ３年、そ

の間３か月に１度は貝掃除をして貝に汚れがつく

のを防いでいる。

　出荷を控えたイワガキを引き

揚げるというので、沖の養殖場

に同行させていただいた。稲田

さんは、養殖ロープを手操り寄

せて、手際よくイワガキを引き揚げていく。

殻を開けると、中から手のひら大の中身が飛

び出してきた。海の栄養素を凝縮したプリッ

プリの身が今にも

弾けそうだ。

　初夏はヒオウギ

貝の出荷のピー

クも重なり、忙し

い日々が続く稲田

さん。取材を終え

ると、さっそく次

の注文に応えるた

め、沖へと船を出

した。

 あいなん物産探訪 その�
――――――――――――――――

  「イワガキ」

稲田海産 稲田　豊
ゆたか

さん

アコースティックバンド「テノヒラ」のボーカル  愛南町出身の kiku さんが綴るふるさとエッセイ

こちらから愛媛
CATVの動画が
ご覧いただけます

kikuさんからのお知らせ

　「四月より“はりきゅう＊小菊堂”を開堂しました。偶数月の後半半月に城辺古町（中尾医院近く）に

て施術しています。6月は18日～30日の予定です。詳しくはホームページ（http://www.kogikudo.

com）をご覧ください。」
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子どもたちの笑顔と

　子育てサポートをご紹介します。

●はまゆう乳幼児保育所　れんげ組【０歳児】

お座りも上手になったよ。いっぱい遊んで大きくな～れ !

●はまゆう乳幼児保育所　すみれ組【１歳児】

毎日元気に遊んでま～す !!

子どもたちの笑顔と子育てサポートをご紹介します。

6月の子育てサポートご案内
はまゆう乳幼児保育所 地域子育て支援センター

「どんぐりの会」では
●サークル活動
　　月曜日 12：00～17：00
　　火・木曜日 8：00～13：00
●園庭・保育室開放
　　水・金曜日 8：00～17：00
●育児（電話）相談
　　月～金曜日 8：00～17：00
　　土曜日 8：00～12：00

問 合 せ

はまゆう乳幼児保育所内 ☎72-4328

7日㈭：ミュージック・ケア

御荘子育て支援センター

「こあら」では
●サークル活動
　　月・水・金曜日 8：30～13：30
●園庭等開放
　　火・木曜日 8：30～13：30
●育児（電話）相談
　　月～金曜日 8：30～17：15

問 合 せ

御荘保育所内 ☎72-0598

18日㈪・29日㈮は、夢創造館で行います。

15日㈮の育児講座は、保健師さんより

虫歯予防についてのお話があります。

「こぶたの広場」では
●育児相談・つどいと交流・各種ワークショップ
　　月～金曜日・第1土曜日 10：00～16：00

問 合 せ

こぶたのお家　城辺甲2652番地 ☎73-7321
※詳しくは「こぶた通信」に記載

1日㈮：『歯の話』  10：00～11：00

　あいなん幼稚園

　乳幼児親子・園児親子・興味のある方

5日㈫：『おはなし会』 10：30～

13日㈬：『ベビーマッサージ交流』 10：30～11：30

　　　乳児親子&妊婦（※要予約）

27日㈬：出張『わんぱく』 10：00～11：30

　おはな紙で遊ぼう! 城辺保健福祉センター （※要予約）

御荘文化センター

「あいなん子育て応援グループ」では
●子育て（電話）相談　 ☎73-1111

問 合 せ

生涯学習課内 ☎73-1112

14日㈭、28日㈭13：00～15：00

その他の曜日は電話でお問い合わせ

ください。
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THU木曜日 FRI金曜日 土曜日

西海 B

城辺 A

城辺 B

城辺 C

大敷貞芳作業所、荒樫、魚神山
亀井作業所、油袋漁民センター、
旧川村光男作業所、兵頭郁生さ
ん宅前、旧内海支所、魚神山船
越・平碆・柏崎各集会所

内尾串駐輪場、上大道公民館、
広見・中川各コミュニティセン
ター、一本松・満倉・小山本村・
正木各集会所

武者泊消防車庫前、麦ケ浦バス
停裏、福浦駐在所手前、樽見小
学校跡、大成川・小成川・下久家・
久家各集会所

中泊埋立駐車場、西海支所、西
海保健センター、外泊・内泊・
船越・小浦・弓立・越田各集会
所

城の辺学習館、東海公民館、矢
の町第２・松本・蓮乗寺・敦盛
各集会所

僧都ふれあい交流館、緑基幹
集落センター、三島団地、愛
南町役場、山出・太場・豊田・
長野各集会所、中ノ谷・鼻共
同住宅横

中玉バス停跡、旧深浦漁協冷蔵
庫前、久良ふるさとセンター・
深浦公民館、小屋の浦・古月・
鯆越・脇本各集会所

馬場消防詰所横、和口町営住宅
駐車場、和口第二・馬瀬・深泥・
寺新町各集会所、節崎コミュニ
ティセンター

御荘菊川農村研修センター、御
荘文化センター、平山・長洲・
長崎・貝塚・八幡野各集会所

中浦漁村振興センター、御荘中
学校前、赤水コミュニティセン
ター、長月公民館、猿鳴・左右水・
尻貝・高畑各集会所

新聞・雑誌ダンボール等収集区分詳細

一般内科・救急病院連絡先のご案内

御荘 A

御荘 B

御荘 C

内海

一本松

西海 A

備考
１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
２．診療科目は内科系の救急患者とします。

犬・猫の引取り
については、決められた時間
内に、認め印を持って環境衛
生課または各支所まで連れて
来てください。なお、飼い犬・
飼い猫の場合は有料（愛媛県
収入証紙が必要）ですのでご
注意ください。
※7月の引取日は、4日、11日、
18日です。
問合せ

環境衛生課（TEL72-7316）

県立南宇和病院
城辺甲 TEL72-1231

岡沢クリニック
御荘平城 TEL70-1511

西本病院
御荘平城 TEL73-2121
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新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｃ（7月の収集は5日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ａ（7月の収集は12日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｂ（7月の収集は19日）

育児相談「みるく広場」
●一本松保健センター  9：30～11：00

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●増田コミュニティセンター　
　8：00～11：00、13：30～14：30
※胃がんは午前中のみ

胃がん検診
●内泊集会所　7：00～7：30
●久家集会所　8：00～9：00

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●中川コミュニティーセンター
　 8：00～10：30
●小山本村集会所
　13：30～14：30
※胃がんは午前中のみ

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●新浦集会所     9：30～11：00

消費生活相談員相談日
●本庁2階　9：00～16：00

7月の主な行事予定
  5日（木）
  7日（土）
　〃
  8日（日）
11日（水） 
　〃
12日（木）
14日（土）
15日（日）
　〃
19日（木）

9：00～16：00
9：30～16：30

13：00～15：30
8：30～13：00

13：00～15：00
13：00～15：00
9：00～16：00
9：00～17：00
8：30～16：00
9：00～17：00
9：45～16：00

消費生活相談員相談日
第17回 B&G会長賞四国西南地区水泳競技会
城の辺笹まつり
第13回愛南町スポーツ少年大会ミニバス競技
行政なんでも相談（城辺・御荘地域）
行政なんでも相談（内海・一本松・西海地域）
消費生活相談員相談日
愛南サッカーフェスティバル2018 小学生の部
第13回グリーンカップ9人制女子バレーボール大会
愛南サッカーフェスティバル2018 小学生の部
第28回 南レクグラウンド・ゴルフ愛媛大会

本庁2階
御荘B&G海洋センタープール
城の辺学習館
城辺小学校屋内運動場
城の辺学習館・御荘文化センター
DE・あ・い・21・一本松支所・西海公民館
本庁2階
南レク城辺公園
一本松交流促進センター
南レク城辺公園
南レク城辺球場

消費生活相談員相談日
●本庁2階　9：00～16：00

消費生活相談員相談日
●本庁2階　9：00～16：00

第7回愛南町いやしの郷
トライアスロン大会
●西海地域　13：00～17：30

消費生活相談員相談日
●本庁2階　9：00～16：00

第70回 南宇和郡中学校
総合体育大会（第1部）
●南レク城辺球場ほか
　8：30～16：30

平成30年第2回
愛南町議会定例会初日
●本庁3階議場   10：00～
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救急病院県立南宇和病院

当直医（一般内科）岡沢クリニック

救急病院県立南宇和病院

当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院

当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院

当直医（一般内科）西本病院

犬・猫の引取日
●環境衛生課または各支所
　 8：30～9：30

犬・猫の引取日
●環境衛生課または各支所
　 8：30～9：30

犬・猫の引取日
●環境衛生課または各支所
　 8：30～9：30

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ａ（7月の収集は18日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｂ（7月の収集は4日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ｂ（7月の収集は17日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｃ（7月の収集は24日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

一本松（7月の収集は11日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

内海（7月の収集は10日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ａ（7月の収集は3日）

育児相談「みなみっ子」
●御荘夢創造館  10：00～11：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●大成川集会所    9：30～10：30
●下久家集会所  13：00～13：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●油袋漁民センター   
   9：30～10：30
●平碆公民館　13：30～14：30

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●東海公民館　8：00～10：30
●東海公民館中玉分館
　13：30～14：00
※胃がんは午前中のみ

犬犬
●

新聞新聞・雑誌ダンボール等収集

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●中泊集会所   8：00～10：30

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●緑基幹集落センター
　8：00～10：30

育児相談「うみのこ広場」
●福浦公民館
　10：00～11：30

病態栄養相談
●城辺保健福祉センター
　13：30～15：30 ※要事前申込み

育児相談「すくすく相談」
●城辺保健福祉センター
　 9：30～11：00 特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査

●久良ふるさとセンター　
　8：00～11：00、13：30～14：30
※胃がんは午前中のみ

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●城の辺学習館
　9：30～11：00、13：30～14：30

1歳6か月児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H28年9月1日～10月31日生まれ
　（受付時間 12：50～13：20）

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●緑基幹集落センター
　8：00～10：30

7月5日（木）

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●船越集会所　 8：00～10：00
●久家集会所　13：00～13：30
※胃がんは午前中のみ

7月4日（水）

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●栄町集会所
　9：30～10：30、13：30～14：30

7月3日（火）

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●正木本村集会所
　8：00～10：00

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●僧都ふれあい交流館　
　8：00～9：00

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●山出集会所　 8：00～  9：00
●長崎集会所　 9：00～10：30
●長洲集会所　13：30～14：30
※胃がんは山出集会所のみ

犬犬
●●特定健診 肺 胃 大腸 前立腺 肝炎検査

育児相談「げんきっ子」
●内海保健センター  10：00～11：30

腺

特
●●
●
●●
※

特

1歳歳
●城●城

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●八幡野集会所　 9：30～10：30
●和口第2集会所 13：30～14：30

犬 猫の

犬・猫の引取
●環境衛生課また●環境衛生課また
　 8：30～9：30

新聞・雑誌ダンボ

御荘Ｂ（7月の

ボール等収集
の収集は3日）

特定健診・肺・大腸・前
●城の辺学習館●城の辺学習館
　9：30～11：00、13

健診健診
センターセンタ

0月31日生まれ0月31日生まれ
0～13：20）

犬

２０１８年
平成３０年６月暮らしカレンダー

行政なんでも相談（城辺・御荘地域）
●城の辺学習館、御荘文化センター

行政なんでも相談
（内海・一本松・西海地域）
●DE・あ・い・21、一本松支所、西海公民館
　13：00～15：00

第18回愛南町
ラケットテニス大会
●御荘B&G体育館・平城小体育館
   8：50～17：00

第70回 南宇和郡中学校総合体育大会（第2部）
●南レク城辺多目的広場ほか
　8：30～16：30
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男子団体　優勝　御荘中 A男子団体　優勝　御荘中 A

愛南と宿毛の交流を深める
ソフトテニス大会

4/21

　「第 26 回二宮旗ソフトテニス大会」が開催され、

総勢 190 名を超える選手が参加しました。男子の

部は一本松あけぼのテニスコートで、女子の部は

南レク城辺公園テニスコートでそれぞれ開催され、

選手らはソフトテニスを通じて交流を深めました。

【大会結果は次のとおり（団体の優勝、準優勝のみ

掲載）】

男子団体　優勝　御荘中 A　準優勝　篠山中

女子団体　優勝　城辺中 A　準優勝　一本松中 A

女子団体　優勝　城辺中 A

南高躍動 !
サッカーフェスティバル・ユースの部

5/3 ～ 5

　あけぼのグラウンドと南レク城辺公園で「愛南サッ

カーフェスティバル 2018・ユースの部」が開催され、

本大会に７チームが参加、オープン参加の１チームを加

えて計８チームによる試合が行われました。地元の南宇

和高校も出場し、各チームと熱戦を繰り広げました。

【大会結果は次のとおり（優勝、準優勝のみ掲載）】

優　勝　臼杵高校（大分県）

準優勝　鳳凰高校（鹿児島県）

12 チームが熱戦 !
フレンドリーカップバレー大会

5/13

　愛南町御荘 B&G 海洋センターで「第 25 回フレ

ンドリーカップソフトバレーボール大会」が行わ

れ１部、２部合わせて 12 チームが参加して熱戦を

繰り広げました。

２部　優勝　ぶぁブルス

１部　優勝　irodori Z
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クロッケー通じた交流楽しむ

5/16

　南レク第５号御荘公園多目的広場で「第 40 回愛

南町クロッケー親睦交流大会」が開催され、 一般の

部（年齢不問）に 16 チームが参加してクロッケー

を通じた交流を楽しみました。

グラウンド・ゴルフで熱戦展開

5/18 ～ 19

　南レク第３号城辺公園野球場で２日間にわたっ

て「第 16 回西瀬戸グラウンド・ゴルフ交流大会」

が行われ、団体戦に 43 クラブ、個人戦に 193 人

が参加して、熱戦を展開しました。

【大会結果は次のとおり（町内クラブ第３位まで）】

団体戦　優　勝　城辺クラブ A

　　　　準優勝　愛南広見 B

個人戦　準優勝　宮本勲
いさお

（愛南広見 B）

優勝　一本松 B

左から城辺クラブ A・愛南広見 B

少年剣士 700 人が鍛錬の成果を披露

5/4

　一本松交流促進センターで「第 40 回一本松少年剣道大

会」が開催され中四国や関西地方から参加した小中学生約

700 人が日頃の鍛錬の成果を披露しました。

【大会結果は次のとおり（敬称略、３位までの本町選手のみ掲載）】

個人戦

　小学生男子６年生の部　　　１位　清水祐
ゆう

成
せい

（城辺）

　小学生女子５・６年生の部　３位　増田朝
あさ

海
み

（城辺）

　中学生男子３年生の部　　　１位　安岡楓
ふう

倭
わ

（城辺中）

団体戦

　小学生団体高学年の部　　　３位　城辺子供剣道会

　中学生団体男子の部　　　　３位　城辺中学校

南宇和剣道会長賞（最優秀選手賞）

　小学生　清水祐
ゆう

成
せい

（城辺子供剣道会）
熱戦を繰り広げる少年剣士たち

篠山 JSTC 躍進 !
６人が全国大会出場決める !

4/14

　「全日本小学生ソフトテニス選手権大会愛媛県予選」

が開催され、篠山ジュニアソフトテニスクラブ（篠山

JSTC）から出場した植松奏
かな

多
た

くん、毛利航
こう

太
た

くん、

山口朔
さ

空
く

くん、尾﨑健
けん

人
と

くん、岡原羽
は

椛
な

さん、山本彩
さ

羽
わ

さんの６人が男女それぞれの部で上位８組に入り、

全国大会出場を決めました。

　今年の全国大会は、愛媛県が開催地。６人は昨年秋

から愛媛県の強化指定選手に選ばれて、県内の成績上

位選手と共に練習を重ねていました。

　全国大会は、７月 26 日㈭～ 29 日㈰まで今治市営

スポーツパークテニスコート等で開催されます。

全国大会出場を決めた

前列左から植松奏
かな

多
た

く

ん、山口朔
さ

空
く

くん、尾

﨑健
けん

人
と

くん。

後列左から山本彩
さ

羽
わ

さ

ん、岡原羽
は

椛
な

さん、毛

利航
こう

太
た

くん。
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Yomoshi 連内海の

河野満
みつぐ

会長

上／劇団風の子の公演は、

毎年子どもたちに大人

気。子どもたちは舞台

で繰り広げられる物語

を、目を輝かせながら

見つめました

左／劇団風の子と共に子ど

もたちに夢を届けてい

る Yomoshi 連 の メ ン

バー。後列右から２番

目が河野満会長

右／手作りのお化け屋敷

は、毎年行列ができる

ほど大人気

下／平成 27 年に 20 年ぶ

りに復活した地引網。

みんなで力を合わせて

大物を狙います

須ノ川公園まつり 劇団風の子公演

うちうみまちづくり連合　　　　　　　　　　

“Yomoshi連内海” 主催事業

愛は南から ―
うちうみまちづくり連合

“Yomoshi 連内海”
　内海地域で「ずっと住み続けたいと思える地域

をめざして」活動を続ける団体があります。平成

27 年に既存のまちづくり団体を再編して誕生し

た“Yomoshi 連内海”（河野満
みつぐ

会長）です。

　「Yomoshi 連」は「よもしれん」、予期せざる、

突拍子もない、という意味の地元の方言。内海地

域の公民館や学校、消防など各種団体とゆるやか

なネットワークでつながって「よもしれん（突

拍子もない）」夢を描き、実現を目指しています。

メンバーは、30 代から 70 代まで約 40 人。誰

でも自由に参加でき、参加者は楽しみながら地域

の活性化に知恵を絞っています。

　 ５ 月 17、18 日 に は、“Yomoshi 連 内 海 ”

が主催する劇団風の子の公演が平城小学校と一

本松小学校で行われました。この事業は、元々

Yomoshi 連へ再編される前の団体が実施してい

たものですが、舞台芸術の楽しさを子どもたちに

伝えたいとの思いから Yomoshi 連が引き継いで

続けています。メンバーは２日間にわたって、劇

団員と共に舞台設営に汗をかき、子どもたちに夢

を届けました。

　Yomoshi 連が主催する最大の事業が平成 27

年に 10 年ぶりに復活した「須ノ川公園まつり」

です。当時は、公民館を中心に企画段階から地域

住民（後の Yomoshi 連メンバー）が意見を出し

合い、協力し合って、10 年ぶりのまつりを成功

に導きました。以来、「須ノ川公園まつり」は毎

年 2,500 人以上が訪れる内海地域の夏の一大イ

ベントになっています。今年の

「須ノ川公園まつり」は７月 29

日。河野会長は「花火はもちろ

ん、毎年人気の地引網やお化け

屋敷などもパワーアップしてい

る。ぜひ会場にきて楽しんでも

らいたい」と呼びかけています。
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　水
無
月

※上記情報は、広報誌掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

愛

南

文

芸

西
海
俳
句
会

葱
の
花
姉
妹
揃
い
て
五
十
代
　
　
　

吉
田

勝
也

花
と
散
る
亡
夫
の
見
送
り
人
た
え
ず
　

吉
田
　
笑
代

山
と
磯
好
き
は
亡
母
似
か
石つ

蕗わ

を
引
く

浜
木
チ
ズ
ヱ

旅
し
た
い
場
所
の
多
さ
よ
う
ら
ら
か
や

利
根
早
智
恵

握
り
飯
春
磯
徐
々
に
満
ち
て
来
し

吉
田

弘
定

�
榔
子
俳
句
会

三
月
や
命
の
笛
を
ぶ
ら
さ
げ
て
　

吉
田

朝
子

春
昼
の
川
を
挟
み
て
遣
り
取
り
す

山
口

　
菫

春
し
ゅ
ん
り
ん
霖
や
青
き
泡
潜す

む
ガ
ラ
ス
鉢
　
　
　

五
島

節
子

し
ゃ
ぼ
ん
玉
弾
け
る
ま
で
の
恃た

の

み
ご
と

山
口

和
子

神
宮
に
赤
き
番
傘
風
光
る
　
　
　

濵
野
　
康
子

新
刊
書
入
荷
の
知
ら
せ
春
う
ら
ら
　

三
好
ミ
キ
ヱ

し
ゃ
ぼ
ん
玉
風
が
光
を
呼
ぶ
あ
は
ひ

吉
田
モ
ミ
ヱ

石
と
な
る
佛
に
雀
隠
れ
か
な

井
上

論
天

み
な
み
う
わ
俳
句
会

一
村
を
十
畳
に
盛
る
座
敷
雛
　

中
川
千
代
子

登
り
来
る
人
み
な
笑
顔
花
の
山

木
村

智
子

初
鰹
一
番
船
に
声
弾
む
　
　
　
　
　

竹
村

勝
利

リ
ハ
ビ
リ
の
今
日
は
菫

す
み
れ

の
辺
り
ま
で
　

濵
　
　
初
榮

誰た

が
下
げ
し
樹
の
ふ
ら
こ
こ
や
年
旧ふ
る

し

田
口
ひ
さ
子

自
転
車
の
ド
ミ
ノ
倒
し
や
春
嵐
　

松
本
ヤ
ヨ
ミ

雨
の
中
花
火
の
よ
う
に
辛こ

ぶ

し夷
咲
く

若
林
八
重
子

　
魚
影
つ
と
閃

ひ
ら
め

き
て
消
ゆ
岩
清
水

小
島

泰
子

内
海
俳
句
会

浦
凪
に
鴨
引
く
空
を
広
げ
た
り

伊
予
の
山
裾
の
引
か
む
と
笑
う
か
な

太
田

信
子

雲
海
を
褥
に
浮
世
遙
か
に
す

青
葉
木
兎
啼
く
や
俗
世
の
寂
深
か
し

岩
森
十
志
子

4月受付分（敬称略）

地区名 子の名 保護者

4月受付分（敬称略）

地区名 亡くなった方 享年

はじめまして。赤ちゃん。

ご冥福をお祈りします。
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世帯数 （＋ 30 世帯）

●愛南町の高齢化率　41.6％

10,426

21,732人　口 （－ 24 人）

世帯

人

男 （－ 19 人）10,232

11,500女 （－ 5 人）

人

人

● 10 年前 同月の人口　26,451 人

～ 本当は… ～

編集後記

愛南町の世帯数と人口 平成 30 年 5 月 1 日現在

※（ ）内は前月比

Minamiuwa 青春！食育！
high school　～農業科活動日記～

南
宇
和
高
校
美
術
部
に
よ
る
愛
南
ぎ
ょ
レ
ン
ジ
ャ
ー
や
な
ー
し
く
ん
の
４
コ
マ
漫
画
を
掲
載
し
ま
す
。

制作：南宇和高校美術部　円山 サラさん

※（ ）内は前月比

それいけ

愛南ぎょレ
ンジャー

■編集・発行

愛南町役場 総務課 〒798-4196 愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲 2420 番地 TEL（0895）72-1211 FAX（0895）72-1214
http：//www.town.ainan.ehime.jp/

　篠山ジュニアソフトテニスクラブが躍動してい

ます。４月に行われた全日本小学生ソフトテニス

選手権大会愛媛県予選では、クラブに所属する 6

人が上位の成績を収めて、全国大会へ出場を決め

ました。

　今年の全国大会は地元愛媛県開催。６人は、昨

年秋から県の強化指定選手に選ばれて、県内の強

豪選手と共に練習を重ねていました。大会まであ

と１か月半となり、クラブの練習にも熱が入りま

す。選手の皆さんの活躍に期待しています！

　愛南町の基幹産業の一つである真珠養殖へ

の理解促進と、愛南町産真珠母貝（アコヤガ

イ）の品質 PR につながればと思い特集を組

みましたが、関係者の話を聞くほどに奥の深

い世界（産業）であり、一体何に焦点を当て

てお伝えすべきかを非常に悩みました。

　今回紙面で紹介した過程はごく一部です

が、愛南町が誇る真珠養殖について考えてい

ただくきっかけになればと思っています。 

YW

　GLOBAL.GAP 認証の公開審査が行われました。GAP とは、農作

業中の安全を確保すること、自然環境への影響を抑えること等の目

的に沿って農業が実践されていることを、第三者機関に認めてもら

う制度です。2020 年の東京オリンピックの選手村で提供される食

材には、GAP をはじめとした国際基準の認証を受けていなければな

らないということで有名になりました。本校でも取得を目指し、１

年間かけて準備をしてきました。農薬の保管状況や水の管理、普段

の作業の様子など、質問されたことに対して、私たちがどのように

取り組んでいるかを説明しながら審査を受けました。

　この日は新 2・3 年生の果樹専攻班を中心に、12 名の生徒が活躍

してくれました。

G
グ ロ ー バ ル

LOBAL.G
ギ ャ ッ プ

AP 取得へ ～その①～
2018 年 3 月 19 日㈪

新２
・３

年生

果樹
専攻

班を
中心

に

12名
が参

加


